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全国学力・学習状況調査結果について
　平成29年４月、小学校第６学年と中学校第３学年の児童・生徒を対象に全国学力・学習状況
調査が実施されました。区教育委員会では、調査結果の分析を行いました。

調査の内容
①教科に関する調査
・主として「知識」に関する問題［国語Ａ、算
数・数学Ａ］
・主として「活用」に関する問題［国語Ｂ、算
数・数学Ｂ］
②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査
・児童・生徒への質問紙調査
・学校への質問紙調査

調査の結果
【教科】
　小学校は、全国平均正答率と比較して、国
語Ｂでは上回り、国語Ａ、算数ＡＢは若干下
回る結果が出ています。中学校は、全国と比
較して国語Ｂ、数学Ｂでは上回り、国語Ａ、
数学Ａは若干下回る結果が出ています。平成
27年度からの３年間の経年変化を見ると、全
体的に上昇傾向にあります。
〔右の表１をご参照ください。〕
【児童・生徒の状況】
①基本的な生活習慣
　「１日に携帯電話やスマートフォンで通話
やインターネットをする時間が３時間以上で
ある」と回答した児童・生徒の割合は、小中
学校共に全国や東京都と比較して高い傾向が
見られます。テレビやＤＶＤに費やす時間に
ついても同様の傾向が見られます。
②学校以外での学習時間
　「普段(月～金曜日)、３時間以上勉強をす

る」と回答した児童・生徒は、小中学校共に
全国と比較すると高い傾向が見られます。
〔右の表２をご参照ください。〕
③学力との関係
　教科に関する調査結果の平均正答率が高い
児童・生徒と児童・生徒質問紙における回答
結果との関連が大きい項目は次のとおりで
す。
・普段(月～金曜日)に携帯電話やスマートフ
ォンで通話、携帯式ゲーム等をする時間が
２時間以下である。

・読書が好きである。
・家で、自分で計画を立てて勉強したり家庭
学習をしたりしている。

・家の人と学校での出来事について話をして
いる。

・学校のきまり(規則)を守っている。
・授業で扱うノートに、学習のめあてとまと
めを書いている。

◆学力の定着・向上に向けた取組
　板橋区立小・中学校では、子どもたちの基
礎的・基本的な学力の定着と思考力・判断力
・表現力等の育成と学びに向かう力の醸成
をめざして、「板橋区　授業スタンダード」を
全ての小中学校の授業で実施しています。
〔「教育の板橋」第92号をご参照ください。〕
　また、教育委員会では、家庭学習の時間に
ついて、

・小学校で学年×10分間
　(１年生は20分間)
・中学校で70～90分間

を推奨しています。家庭学習の方法や内容の

表２ 児童・生徒質問紙の調査結果から
１　携帯電話等やテレビ等への関心
　■ 普段(月～金曜日)、１日当たりどれくらいの時

間、携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル、インターネットをしますか。(中学校)

２　学校以外での学習時間
　■ 学校の授業時間以外に、普段(月～金)、１日当

たりどれくらいの時間、勉強をしますか。(学習
塾で勉強をしている時間や家庭教師に教わって
いる時間も含む)(小学校)
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表３

小学校 平均正答率(％) 平成28年度
における差

平成27年度
における差

国語Ａ 区 74.1 差
国 74.8 -0.7 0.2 0.5

国語Ｂ 区 57.7
国 57.5 0.2 1.1 -3.3

算数Ａ 区 78.3
国 78.6 -0.3 0.6 -1.1

算数Ｂ 区 45.8
国 45.9 -0.1 1.4 -0.6

中学校 平均正答率(％) 平成28年度
における差

平成27年度
における差

国語Ａ 区 77.3 差
国 77.4 -0.1 0.2 -0.7

国語Ｂ 区 72.3
国 72.2 0.1 0.3 -0.9

数学Ａ 区 63.9
国 64.6 -0.7 -0.9 -1.5

数学Ｂ 区 48.2
国 48.1 0.1 -0.6 -1.3

表１ 平均正答率の比較(板橋区・全国の平均正答率)
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参考となる「家庭学習の手引き」は、全ての板
橋区立小・中学校で配布しています。
〔左下の表３をご参照ください。〕
　各学校では、学力によい影響を与える読書
量や生活リズム、スマートフォンやインター
ネットを使用する時間等についても引き続き
指導していきます。
◆ご家庭へのお願い
　ご家庭で生活リズムを整える大切さ、家庭
学習の内容や方法等についてお子様と話し合
い、確認する機会をもってくださいますよう
お願いします。

⑴習慣化のためのポイント
　①毎日必ず決められた時間に学習する。(できれば時刻を決めて)
　②テレビを見ながらしない。
　③机の上をきれいにして姿勢をよくして行う。
　④中学年以上は、「答え合わせ(自分で)」まで
【答え合わせをする意味】
　答え合わせは、単に「正解・不正解」を確かめる活動ではありません。「不正解」の問題の「ど
こが間違っているのか」「どうして間違えたのか」を考えることにより、「自分の理解度」を把握
することができます。そして、その後の「正解を考える」「間違わないように練習する」ことが、
より「確かな理解・定着」へとつながるのです。
⑵発達段階による家庭学習のめやす

低学年 中学年 高学年

学校の宿題はできる。 学校の宿題は確実にできる。 宿題がなくても計画的に学習が
できる。

毎日でも学習しようとする気持
ちになる。

宿題以外にも少しずつ自主的な
学習ができる。

自分の興味や必要性のある自主
学習ができる。

少しずつ自分で答え合わせがで
きる。 自分で答え合わせができる。 自分で答え合わせができる。

※自主学習の例は、児童用の「学習の手引き」に掲載しています。

　全国学力・学習状況調査報告書は、区ホ
ームページに掲載しています。ご参照くだ
さい。

「教育の板橋」～自ら進んで学ぶ子をめざして～
平成29年度版　板橋区立○○小学校　家庭学習の手引き（保護者向け）：一部抜粋

家庭学習の習慣や方法


